
 

 

「上越市の将来人口推計」の考え方について（追加資料） 

 

１ 総合計画における将来推計人口の役割等 

・人口は市政のバロメータの一つ。人口はまちづくりの基本的な要素であり、地

域の活力の基礎となるもの。 

・総合計画の将来人口は、人口の規模と構成の将来像に対する一定の見方の基準

を与えるもの。 

・将来人口推計は都市計画、住宅・上下水道、保健・医療・福祉、教育等各種計

画の立案に際し、それらの前提となる人口の規模及び構造に関する基礎資料と

して広範な分野において用いられる。 

・人は生産者、消費者、納税者の側面を持つ。行政のみならず、地域経済に与え

る影響も大きい。 

 

２ 推計にあたっての必要な視点 

・客観性・中立性 

…最良のデータと最良の手法を組み合わせた客観的・中立的な推計が必要。 

 

３ 論点 

・推計の方向性 

…総合計画の人口フレームは、単純推計を用いていくか。あるいは、政策要因

を考慮し目標人口（計画人口）を設定するか。 

 

 

方向性 論点 

単純推計の場合 ・４つの将来人口推計パターンのうち、どのパター

ンを目安とするか。 

・将来人口推計にあたり、どのような点（団塊世代

の動向など）に留意すべきか。 

目標人口（計画人口）

の場合 

・目標人口の裏付けとなる政策要因の根拠をどのよ

うに考えるか。 

・政策要因を根拠付けた目標人口の算出は困難と思

われるが、明確な根拠がなく設定してよいか。 
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H17（実績） H22 H27 H27とH17の差 H27とH17の差（％）

全　国 単純推計人口（人） 127,768,000 127,176,000 125,430,000 -2,338,000 -1.8%※中位推計

H17（実績） H22 H27 H32 H37 H37の想定と
単純の差 H27とH17の差 H27とH17の差（％）

単純推計人口（万人） 814 814 807 794 775 -7 -0.9%

想定人口（万人） 814 818 822 821 815 40 8 1.0%

H17（実績） H22 H27 H27とH17の差 H27とH17の差（％）

長岡市 単純推計人口（人） 283,224 227,041 268,490 -14,734 -5.2%

H17（実績） H26 H26の計画と
単純の差 H26とH17の差 H26とH17の差（％）

単純推計人口（人） 37,829 33,400 -4,429 -11.7%

計画人口（人） 37,829 37,000 3,600 -829 -2.2%

H17（実績） H23 H28 H28の目標と
単純の差 H28とH17の差 H28とH17の差（％）

単純推計人口（人） 49,844 45,900 43,000 -6,844 -13.7%

目標人口（人） 49,844 44,000 1,000 -5,844 -11.7%

H17（実績） H22 H27 H27の想定と
単純の差 H27とH17の差 H27とH17の差（％）

単純推計人口（人） 62,058 58,411 54,529 -7,529 -12.1%

想定人口（人） 62,058 58,850 55,500 971 -6,558 -10.6%

H17（実績） H22 H27 H28 H27とH17の差 H27とH17の差（％）

長野市 単純推計人口（人） 378,512 374,300 366,200 364,200 -14,312 -3.8%

H17（実績） H22 H27 H27とH17の差 H27とH17の差（％）

208,082 203,884 197,060 -11,022 -5.3%※パターン１

208,082 205,748 200,930 -7,152 -3.4%※パターン２

208,082 204,751 198,697 -9,385 -4.5%※パターン３

208,082 206,625 202,613 -5,469 -2.6%※パターン４

※「単純推計人口」は、現在人口の延長として将来人口を推計したもの。「想定人口」「計画人口」は、単純推計人口のうえに将来人口を想定または目標としたもの。
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（参　考）　他市との人口推計比較
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